
子育ては「学べる」  育児 × シゴト

吉田 ゆみ

ママの幸せが地域・社会を幸せに導く



子どもの笑顔

地域の幸せ

ママの笑顔

イライラ育児からの脱却

一人の女性として自信あふれる輝く人生を

家庭の幸せ



子育てくらぶ「fufuru」
を立ち上げた

仲間と子育てママを支援するには、

自分を表現したり楽しめる活動の

「舞台」が必要だと感じた



子育てくらぶ「fufuru」



「一人の女性」 が

人生を楽しむためのプロジェクト

子育ては【学ぶ】時代がやってくる

「ママ」としての自分だけでなく

そして



• 加古川市内在住/２男３女の５児の母

•  夫とは子連れ再婚、ステップファミリー７人家族

• 長女は生まれつきの病気をもち医療的ケア児

• ５人の子どもの育児と働き方に 悩み、悩み、悩み ...

吉田ゆみ と申します！！

「ママと子どもの笑顔を増やす」

　　　　　　　　　　　　活動をしている

【資格】

• 己育てコンシェルジュ/ママ起業サポーター

• 睡眠アドバイザー

• 介護福祉士



　子育てにおいて
【普段どれくらいイライラするか】

の親が日常的に

イライラしている

常にイライラしている  
イライラすることが多い  

46%

9%
時々イライラする

39%

94％



子育てを【学ぶ】とは？

ママと子どもの笑顔のため



一般社団法人　sunny smile協会が提供

動画コンテンツでマイペースに学ぶ

イライラしない育児ができるようになること

心と時間に余裕を持った働き方ができるように

なることを目標とする

子育てコーチング



sunny smile子育て講座

パーソナル子育て

【基礎講座】

パーソナル子育て

【マスター講座】

イライラしない育児をするために必要な考え方を

動画コンテンツで学ぶ

・子どもの性格・発達段階

・声掛けスキル・アンガーマネジメント など



子育てコーチングを

受けた方の変化
子どもの性別、年齢

中2(14歳)男

小3(9歳)女

● 子育てコーチングを学ぶ前はどんな状況でしたか？

「ガミガミ･イライラ」

自分の考え、意見、価値観をガシガシに押し付けて

レッテルを貼りまくりの母でした。

自分の思い通りにならないとイライラしてガミガミ

● 子育てコーチングを学んでどうなりましたか？

認めることの大切さを知りました。

子供は親の所有物じゃない。

私とは違う価値観を持っててそこを認めて尊重する。

私が意識すると子供達がみるみる変わっていくのが

すごく嬉しかったです。本当に子供の吸収力は凄いです。

● 子育てコーチングを学ばなかったら

毎日イライラ･ガミガミして、子供達の自尊心は傷ついたま

ま、自己肯定感の低い子供達に成長してたと思います。

また、私自身もイライラ･ガミガミしてることによって、罪悪

感があったり自分を責めたりしていたと思います。全世界

の頑張ってるお母さん1人1人におすすめしたいです。



いっぽうで・・・



【働きたくても働けない】

全体の２０～３０％程度のママが

「仕事をしたいが様々な理由で働けない」と回答

柔軟な働き方の選択肢が少ない

厚生労働省や内閣府によると

保育施設の不足

家庭内のサポート不足

と感じるママは...



ママに「時間」と

「場所」の自由を！！



私たちの目指すところは

長野県上田市の【株式会社はたらクリエイト】

はたらクリエイトHPより引用

「グレートカンパニーアワード2022」で『社会貢献賞』  



私たちは

３つのステージを叶えたい！



● ✨第１ステージ「蘇生？覚醒？」✨
○ 【ママを笑顔に】

■ ～ 一人のママが持っている可能性を引き出す  ～

● ✨第２ステージ「変化、変身」✨
○ 【ママ100人集まれ】

（自分の可能性に目覚めたママたち）

■ ～ ママからママへ  ～

● ✨第３ステージ「創造」✨
○ 【ママ100人が周囲へ影響を与える】

■ ～ ママたちから周囲へ 積極的に関わりを持つ ～



③ゲストからホストへ　～住みたいマチへ～

⇒人生を主体的に生きるママどうしのつながりが

地域・周囲の人たちへ働きかける！

1人のママが

教わる側 教え支援する側

地域の町内会・

市民活動

中小企業・法人

などの事業者



東播磨の笑顔のママたちが持つ

眠ったチカラを「シゴト」に
わたしたちがコーディネートします！！

子育てを【学び】

ママの心に余裕と自由を！

〜柔軟な働き方の選択肢を増やすため〜

ママと子どもの笑顔のため

100人のママ集団 をつくる

得意・才能が集まれば

多種多様な技術力・アイデア



実はママって...

①生活の中で企業と接する機会が多い

②消費者として生の声を提供できる ！

③経済社会を動かしている？ のはママ

といっても過言ではない

そんな○○のプロであるママの「声」を

活用しないともったいないんです！！

活かせる「舞台(場)」をもらえるとママも嬉しい



地域 企業
お金

シゴト

アイデア

企画・スキル

ファン化

住みたいマチ

愛着

孤独の解消

つながり

ママ
100人の

社会問題や地域課題を解決する原動力にママの力を！

ローカルビジネスは、ママと一緒に！

協働で叶う！地方でもできる働き方



ご清聴ありがとうございました


